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大学入試を振り返る

2008年度入試は受験人口の大幅減に加え、国公立大では旧帝大を中心に後期日程廃止・縮小の動きが活発化、私立
大では影響力の大きい都市部の難関大で「学部の新設・改組」「センター利用方式の拡大」が目立ち、志願者変動要因の
多い年であったといえる。
この度、各大学から今春入試の最終的な入試結果資料を送付いただいた。個々の状況については26ページ以降にまと

めてあるので是非ご活用いただきたい。また、全国の高等学校の先生方のご協力をいただき約160万件の貴重な入試結
果調査（合否）データを集めることができた。本誌ではこれらの集計結果を踏まえ、2008年度入試を総括したい。

国国公公立立大大学学編編
はじめに今春入試の受験環境について振り返っておきたい。

【グラフ1】のとおり、この春の高卒者数は約5万5千人減少
の約109万3千人（前年比95.2％）となる見込みである。減少
数は00年度以降では最多で、大学志願者数の大幅減も予想さ
れていた。しかし、後述するが国公立大の志願者数はほぼ前
年の数を維持しており、私立大の延べ志願者数も前年を上回
る結果となっている。
この要因の1つは現役生の大学志願率の上昇である。大学
志願率は女子の4年制大志向の高まりともに上昇を続け、
2006年度に初めて5割を超えた。河合塾では今年も1.8ポイン
ト程度の大学志願率の上昇を予測しており、現役大学志願者
数は前年から約9千人減（前年比98.5％）程度に留まると推
測する。
一方、既卒生についても極端な減少は見られなかった。
2008年度のセンター試験の既卒志願者数は約4千人減の
108,666人（前年比96.4％）で、1浪生に限れば約2千6百人減
の74,964人（前年比96.6％）であった。前年の現役大学志願
者数から現役大学入学者数を引いた数（＝入学できなかった
者の数）が約8％減少していたことを考えると、こちらもそ
の減少率は小幅であったと見てよい。その一因と考えられる
のが、近年一定層を形成している「合格浪人」の存在である。
「合格浪人」とは、大学へ入学したものの、改めて別の大学

や学部の受験を志す者である。「第一志望校を諦めきれず再
度チャレンジする者」「入学大学や所属学部が肌に合わず別
の大学を志望する者」など理由はさまざまであるが、河合塾
の塾生でも近年その数は増加しており、今春入試においても
相当数の「合格浪人」が存在していたと思われる。

後期は合格者数の絞り込みも目立ち倍率上昇

さて、国公立大入試の状況であるが、既に本誌4･5月号で
志願状況の分析結果をレポートした。改めてポイントを整理
すると、以下の4つが挙げられる。
�国公立大学志願者数は前年比99.8％、微減に留まる
�センター試験平均点の上昇も後押し、旧帝大を中心とし
た難関大では志願者増目立つ
�旧帝大・医学科で後期日程廃止・縮小が拡大し、周辺大
で志願者層の変化が生じる
�学部系統別では社会科学系・工学系が人気

【表2】は今回判明した合格者数を含む概況である。国公
立大志願者の総数は487,780人で、前期で499人減（前年比
99.8％）、後期は1,885人減（前年比99.1％）と僅かな減少に
留まった。センター試験の平均点が全体的に高かったことも
受験生の出願を後押ししたと考える。
合格者数は前期日程で募集人員が僅かに増加したものの、
91,069人から90,747人（前年比99.6％）へ逆に減少した。倍
率（志願者数／合格者数）は2.78倍で昨年と変化はない。
一方、後期日程では合格者数は27,821人から25,996人（同
93.4％）と大きく減少した。志願者はほぼ前年並みを維持し
ているため倍率は7.56倍から8.02倍と0.46ポイントのアップ
となった。
後期合格者数の減少は、後期廃止の影響を受け募集人員が
988人減少（前年比95.5％）したことに加え、前年と比べて
合格者数を抑えた大学が多かったこともある。「前期合格者
の歩留率が高かった」「前年の後期日程の歩留率が高かった」
など理由は大学により状況が異なるが、大学全体の合格者数
が前年から半減した大学もあった。
なお、国立大では今春入学者が学部単位で定員の1.3倍を
超えた場合、超過学生分の授業料を国庫に返還することとな

【グラフ1】高卒者数・現役大学志願者数の推移

※高卒者数・現役大学志願者数は学校基本調査より（08年度は河合塾推定）
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っていた。入学者数が定員の1.3倍を超えるような該当学部
は多くないため影響は小さかったと思われるが、2009年度で
は1.2倍、2010年度以降では1.1倍と今後は基準が厳しくなっ
ていくことが決まっており、次年度以降はさらなる合格者数
の絞り込みも予想される。

さて、今春入試の特徴の1つにポイント�のとおり、難関
大の堅調な人気が挙げられる。
【グラフ3】は国公立大の前期志願者数について、グルー
プ・地区別に10年間の推移をまとめたものである。
近年の国公立大の志願者減少は、少子化に加え2004年度の
センター試験7科目化の影響も大きかった。03年度をピーク
に04･05年度で大きく志願者を減少させている地区が多い。
特に今春入試で志願者の減少が目立ったのは中・四国地区で、
難関12大に含む広島大を除くと地区全体の志願者数は前年比
89.4％、実質倍率（受験者数／合格者数）は2.44倍→2.21倍
と低下した。実質倍率が1倍台の募集区分数は83→107となり
全体の4割超を占めた。
一方、旧帝大を中心とした難関12大と医学科については年
により増減があるものの、今春の志願者数はグラフ左端の
1999年度を上回っており安定した人気を維持していることが
分かる。特に前期志願者数が12年ぶりに1万人を超えた東京
大は、他地区出身の受験者数の増加が目立っており、人気の
上昇が強く感じられた。地方都市での大学説明会の開催や保
護者の年収が400万円以下の学生の授業料全額免除など、東
大独自の改革も呼び水となっている感があり、東大熱は当分
継続しそうな気配である。

東大後期縮小で一橋大・東工大・大阪大の併願者増

今春入試では昨年の京都大に続き、東京大でも後期日程を
縮小し募集人員を前年までの約3分の1とした。また東北大や
名古屋大は後期廃止学部を拡大し、名古屋大では後期日程は
全廃となった。
注目された東京大の後期入試であるが、志願者は約3分の2
に減少したものの、予想通りハイレベルな入試となり、第1
段階選抜の合格最低点は約9割の721/800点であった。この点
数が次年度以降の後期志願者の目安となるであろう。なお、
個別学力検査の総合科目は文理共通問題であるが、数学�の
微分方程式の内容が出題された。内容は高校数学の知識を応
用する力があれば乗り越えられるものであるが、微分方程式
に関する初歩程度の知識があると有利な問題であった。
東京大前期志願者の後期併願先として併願者の増加が目立
ったのが一橋大、東京工業大および大阪大である【表4】。
一橋大と東京工業大の後期日程は、東京大前期志願者が増
加したものの、早くから難化が予想されていたため他大学へ
志望を切り替える者も多かった。そのため大学全体の志願者
数は微増に留まった。
また、実受験者数は両大学とも昨年から大きく減少した。
一橋大は後期受験者数が723人から607人へ減少している。河

合塾の入試結果調査データを見ると、一橋大後期志願者のな
かで東京大前期志願者は4割近く増加しているものの、増加
分に近い数が前期合格等により後期未受験となっている。
【グラフ5－1】はその一橋大の後期受験者の2次偏差値分布
であるが、分布の山が全体的に小さくなっており、結果的に
はやや競争が緩和された形となった。ただし、合格者のボリ
ュームゾーンは偏差値70.0以上となっており厳しい入試であ

【表2】国公立大入試結果 全体概況
募集人員 志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０７ ０８ ０７ ０８ 前年比 ０７ ０８ 前年比 ０７ ０８

国
立

前期 ６３，５８６ ６３，５９０ １９７，８９０ １９７，１６８ ９９．６％ ７２，９１２ ７２，７５４ ９９．８％ ２．７１ ２．７１
後期 １８，３０１ １７，３７９ １７１，０７８ １６８，９５７ ９８．８％ ２２，８２２ ２１，１３４ ９２．６％ ７．５０ ７．９９
全体 ８１，８８７ ８０，９６９ ３６８，９６８ ３６６，１２５ ９９．２％ ９５，７３４ ９３，８８８ ９８．１％ ３．８５ ３．９０

公
立

前期 １３，４３５ １３，５９８ ５５，２８６ ５５，５０９ １００．４％ １８，１５７ １７，９９３ ９９．１％ ３．０４ ３．０９
中期 １，９８８ １，９３９ ２５，０４０ ２６，６８０ １０６．５％ ４，８４５ ４，６４５ ９５．９％ ５．１７ ５．７４
後期 ３，４４２ ３，３７６ ３９，２３０ ３９，４６６ １００．６％ ４，９９９ ４，８６２ ９７．３％ ７．８５ ８．１２
全体 １８，８６５ １８，９１３ １１９，５５６ １２１，６５５ １０１．８％ ２８，００１ ２７，５００ ９８．２％ ４．２７ ４．４２

国
公
立

前期 ７７，０２１ ７７，１８８ ２５３，１７６ ２５２，６７７ ９９．８％ ９１，０６９ ９０，７４７ ９９．６％ ２．７８ ２．７８
中期 １，９８８ １，９３９ ２５，０４０ ２６，６８０ １０６．５％ ４，８４５ ４，６４５ ９５．９％ ５．１７ ５．７４
後期 ２１，７４３ ２０，７５５ ２１０，３０８ ２０８，４２３ ９９．１％ ２７，８２１ ２５，９９６ ９３．４％ ７．５６ ８．０２
全体 １００，７５２ ９９，８８２ ４８８，５２４ ４８７，７８０ ９９．８％ １２３，７３５ １２１，３８８ ９８．１％ ３．９５ ４．０２

※数値は河合塾調べ

●文科類

０７年度 ０８年度
後期併願大 人数 後期併願大 人数

１ 東京大
２ 未受験・不明
３ 一橋大
４ 東北大
５ 大阪大
６ 九州大
７ 東京外国語大

９４２
５６５
３６２
８２
６３
４５
４３

１ 未受験・不明
２ 東京大
３ 一橋大
４ 大阪大
５ 東京外国語大
６ 横浜国立大
７ 東北大

８２１
５３２
４８５
１５８
６９
５９
５８

●理科類

０７年度 ０８年度
後期併願大 人数 後期併願大 人数

１ 東京大
２ 未受験・不明
３ 東京工業大
４ 大阪大
５ 九州大
６ 東北大
７ 北海道大

１０５５
６０３
２５８
１８３
１０３
６０
４９

１ 未受験・不明
２ 東京大
３ 東京工業大
４ 大阪大
５ 九州大
６ 東北大
７ 北海道大

７６０
７２１
３７４
３３２
９５
８３
７１

【グラフ3】国公立大 グループ・地区別志願者数推移

※志願者数は前期日程のみ集計
※難関１２大：旧帝大＋一橋・東京工業・東京医科歯科・神戸・広島
※各地区の志願者数には難関１２大と医学科は含まない
※医学科には難関１２大の医学科は含まない

【表4】東京大前期受験者の後期併願校の変化

※表は東京大前期受験者の後期併願大を集計したも
の（河合塾入試結果調査データより）
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ったことは間違いない。
首都圏では、一橋大や東工大を敬遠した受験生が他の国立
大へと流れる玉突き現象もみられ、大幅な志願者増となった
大学も多かった。【グラフ5－2】は横浜国立大（経済）後期
受験者の2次偏差値分布である。受験者の山が昨年より一際
高くなっていることに加え、合格者のボリュームゾーンが右
にずれて偏差値70.0のところになっていることが分かる。
近畿地区で数的にも大きな変化をみせたのが大阪大であっ
た。東京大に加え、京都大の前期志願者との結びつきも強く
なり新設の外国語学部を除いても千人以上の志願者増加（前
年比129％）となった。【グラフ5－3】は工学部の2次偏差
値分布であるが、偏差値60.0付近で受験者の山が一際高くな
っており、難化の様子が見てとれる。
来春入試も後期日程の廃止・縮小は続く。一橋大では商学
部が後期廃止となり、法、社会学部では後期の募集人員をそ
れぞれ10名に縮小する。このほか東北大（文）、京都大（医
－保健）、大阪大（理－生物科学コース）、九州大（教育、医
－保健）でも後期を廃止する。

均される学部系統別の人気

次に学部系統別の状況を確認しておく。各学部系統の入試
結果は【表6】にまとめた。
従前の模試で人気の高かった「経済・経営・商」「工」と
いった系統では予想通り志願者が増えたものの、当初人気の
低かった「法・政治」「医」でも志願者が増加した。同様に
人気薄だった「教育（総合科学課程）」でも減少率は予想よ
りも小幅に留まった感がある。
国公立大入試の場合、極端に人気の高い学部系統はボー
ダーラインも上昇し、実際の出願時には敬遠される動きもみ
られる。逆に不人気系統の学部でも狙い目とみられ思わぬ志
願者増に結びつくこともある。
【グラフ7】はセンター試験後の自己採点集計（センター
・リサーチ）時の志望から実際の出願までの志望系統の変化
を調査し、各学部系統について「他系統志望者の流入率」
「他系統への志望変更率」をプロットしたものである。
グラフの左下に位置する工学系や医療系は、志望変更者が
少なく、かつ流入者が少ない学部系統であることから変動要
素は少なく、センター・リサーチ時の志望動向通りの結果と
なった。
グラフの右上に位置する系統は、志望変更者が多く、かつ
流入者が多い学部系統である。変動要素が多くこれらの学部
系統では思わぬ難度の変化も生じやすい。特に「教育（総合
科学課程）」受験者は半数以上が他系統からの志望変更とな
っており、最終的に他系統志望者を集めたことが分かる。

変更点が多く複雑な入試となった医学科

今春入試で、非常に複雑な入試となったのが医学科であっ
た。「後期日程の廃止」「理科3科目化」といった変動要因に
加え、政府の方針により14の国公立大で定員増となり受験生
の動向に大きな影響を与えた。
昨秋の模試時では、医学科志望者は常に前年の数を下回っ
ており、近年高まりを見せていた受験生の医学科志向はやや
沈静化した気配もあった。しかし、蓋を開けてみると志願者
数は前年並みとなり、改めて医学科人気が感じられた次第で
ある。
定員増に伴い、各大学では地域枠入試の導入が多く見られ
た。今春入試新たに見られたのが、受験者の出身地域等は特
に指定せずに、卒後の地域医療従事を条件とするような地域
枠入試である。また、推薦入試やAO入試に留まらず、一般
選抜でも地域枠を設定した大学もあった。
和歌山県立医科大では前期日程を一般枠（募集人員44名）
と県民医療枠（同15名）に分けて募集を行った。県民医療枠
は卒後の勤務地等が指定されるものであったが、志願者数は
一般枠136人を上回る170人を集めた。
地域医療において医師不足は深刻であり、来春もすでに多
くの大学から定員増が発表されている。既に判明分は【表
8】にまとめた。いずれも緊急医師確保対策に基づくもので、
その趣旨から選抜方法は地域枠入試が中心となることが予想
される。医学科ではこの他にも変更点が多い。金沢大、長崎
大、大阪市立大で後期日程を廃止する。岡山大と徳島大では
センター試験理科3科目が必須となる。一方、大阪大は3科目
必須を止めかつての2科目（物・化・生から2）に戻す。

2009年度入試のトピックス

最後に、2009年度入試について前述したポイントのほかに
判明している情報をまとめておく。
近年拡大が目立つAO入試は、来年も東北大（文）、金沢大

（薬学類、創薬科学類）、信州大（理－数理・自然情報科学、
農－森林科学）、九州大（教育）などで新規に実施される。
一方、筑波大（国際総合学類）のように取りやめる大学も出

【グラフ5－1】一橋大後期 受験者の学力分布

【グラフ5－2】横浜国立大（経済）後期 受験者の学力分布

【グラフ5－3】大阪大（工）後期 受験者の学力分布

※グラフは当該大受験者の全統記述模試時の偏差値をもとに作成した学
力分布（河合塾入試結果調査データより）
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てきており、各大学の試行錯誤は続いている。
大学の新設は千葉県立保健医療大（仮称）、新潟県立大

（仮称）の公立2大学が予定されている。いずれも短期大学を
4年制化することで誕生する。また、愛知県立大と愛知県立
看護大が統合され（新）愛知県立大が誕生する。看護学部は
そのままであるが、愛知県立大の学部・学科は再編される。

また、これを機に夜間主コースと3年次編入が廃止される。
このほかにも、学部・学科の新設・再編や募集区分の変更
などを予定している大学がある。一部は本誌13ページ以降に
まとめているほか、河合塾の入試情報サイトKei-Netでも判
明分の最新の情報を掲載しているので、是非ご活用いただき
たい。

私私立立大大学学編編
ここからは私立大の入試状況を見ていく。本誌4･5月号で
は、全国主要209大学の一般入試（二期入試および夜間主・2
部除く）の志願状況を速報としてお伝えした。今号では、志
願者・受験者・合格者数の集計が完了した全国493大学の入
試結果をもとに、2008年度の私立大一般入試についてレポー
トする。

志願者数は前年を上回る
センター方式での出願増による

初めに近年の私立大入試の状況を振り返っておく。私立大
では18歳人口減少の影響が顕著で、2006年度までの3年間志

【表6】国公立大（前期日程）学部系統別入試結果

系統
募集人員 志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０７ ０８ ０７ ０８ 前年比 ０７ ０８ 前年比 ０７ ０８
文・人文・外国語 ７，４４４ ７，４０６ ２７，２６９ ２５，８７１ ９４．９％ ９，２２０ ９，１３８ ９９．１％ ２．９６ ２．８３
社会・国際 ２，０７１ １，９９８ ８，４２２ ７，９６１ ９４．５％ ２，７９５ ２，６２３ ９３．８％ ３．０１ ３．０４
法・政治 ３，９７０ ４，１７７ １４，２４１ １４，７１７ １０３．３％ ４，７２７ ４，９６３ １０５．０％ ３．０１ ２．９７
経済・経営・商 ７，８７３ ７，９３７ ２８，８４７ ２９，４５０ １０２．１％ １０，１８５ １０，１５２ ９９．７％ ２．８３ ２．９０
教育－教員養成課程 ６，６４９ ６，６９７ １９，２０６ １８，８７２ ９８．３％ ７，５８９ ７，５７５ ９９．８％ ２．５３ ２．４９
教育－総合科学課程 ３，１０３ ２，８７７ １０，３６４ １０，０５０ ９７．０％ ３，６８９ ３，３５１ ９０．８％ ２．８１ ３．００
理 ４，８７４ ４，９５３ １４，２５３ １４，１３９ ９９．２％ ５，６４９ ５，７０６ １０１．０％ ２．５２ ２．４８
工 ２２，０７６ ２２，０７６ ６０，５０５ ６２，８２１ １０３．８％ ２５，８５６ ２５，８８１ １００．１％ ２．３４ ２．４３
農・林・水産・獣医 ５，３５２ ５，３４４ １６，３８９ １６，６７７ １０１．８％ ６，１８３ ６，１６８ ９９．８％ ２．６５ ２．７０
医・歯・薬・保健 ９，４８０ ９，６５９ ３８，０７７ ３７，４６９ ９８．４％ １０，２１４ １０，３４７ １０１．３％ ３．７３ ３．６２
医 ２，９９１ ３，１１６ １７，０９２ １７，２４０ １００．９％ ３，０３８ ３，１８９ １０５．０％ ５．６３ ５．４１
歯 ４６４ ４５９ ２，２１４ １，８６６ ８４．３％ ４９２ ４８９ ９９．４％ ４．５０ ３．８２
薬 ７６９ ７８５ ３，０２３ ３，０２０ ９９．９％ ８４２ ８４２ １００．０％ ３．５９ ３．５９
看護 ３，５７６ ３，５７７ １０，３５５ ９，９８６ ９６．４％ ３，９５８ ３，９４５ ９９．７％ ２．６２ ２．５３
医療技術・他 １，６８０ １，７２２ ５，３９３ ５，３５７ ９９．３％ １，８８４ １，８８２ ９９．９％ ２．８６ ２．８５

家政・生活科学 ６３３ ６３７ ２，２１５ ２，２２１ １００．３％ ７１２ ７１５ １００．４％ ３．１１ ３．１１
芸術・体育 １，２０９ １，１９９ ５，２６８ ４，８３２ ９１．７％ １，３４４ １，３３１ ９９．０％ ３．９２ ３．６３
総合・環境・情報・人間 ２，２８７ ２，２２８ ８，１２０ ７，５９７ ９３．６％ ２，９０６ ２，７９７ ９６．２％ ２．７９ ２．７２

全体 ７７，０２１ ７７，１８８ ２５３，１７６ ２５２，６７７ ９９．８％ ９１，０６９ ９０，７４７ ９９．６％ ２．７８ ２．７８

※数値は河合塾調べ、学部系統の分類は河合塾による

【表8】国公立大医学科
２００９年度定員増予定大学（判明分）

大学名
入学定員

０８ ０９ 増加数
旭川医科大 ９０ ９７ ＋７
札幌医科大 １０５ １０８ ＋３
弘前大 ９０ ９５ ＋５
筑波大 ９５ １００ ＋５
千葉大 ９５ １００ ＋５
岐阜大 ９０ ９５ ＋５
島根大 ８５ ９０ ＋５
広島大 １００ １０５ ＋５
徳島大 ９５ １００ ＋５
香川大 ９０ ９５ ＋５
愛媛大 ９０ ９５ ＋５
佐賀大 ９５ ９７ ＋２
長崎大 ９５ １００ ＋５
大分大 ８５ ９０ ＋５
鹿児島大 ８５ ９０ ＋５
琉球大 ９５ ９７ ＋２

※河合塾調べ（５月末現在判明分）、一部予定を含む

【グラフ7】センター・リサーチから出願までの志望系統の変化

※グラフはセンター・リサーチ時の志望学部系統と実際の出願校の志望学部系
統を比較し、各学部系統の「他系統志望者の流入率」「他系統への志望者変
更率」をプロットしたもの（河合塾入試結果調査データより集計）
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願者（延べ数：以降全て延べ数）減少が続いていた。しかし、
昨春入試では4年ぶりに志願者は増加に転じた。ただし、志
願者の集まる大学とそうでない大学との二極化はさらに進行
しており、私立大志願者は都市部にある知名度の高い大学に
集中する一方で、日本私立学校振興・共済事業団の調査によ
ると約4割の私立大で定員割れを起こしているという状況で
あった。
今春の2008年度入試では、センター方式を含めた私立大一
般入試全体の志願者は257万5千人（前年比101.4％）で、前
年を約3万7千人上回っている【表9】。入試方式別の内訳で
は、一般方式が177万6千人（前年比98.0％）、センター方式
では79万9千人（前年比110.1％）で、一般方式で減少、セン
ター方式で増加となっている。センター試験を利用する大学
・学部の増加、主要大での利用方式の複線化などにより、受
験生が出願を一般方式からセンター方式へと切り替えている
様子がうかがえる。加えて今年はセンター試験の平均点が上
昇したことから、センター方式の出願が一層促された。
一期・二期別に見ると、志願者は一期で前年比101.6％、
二期で同99.6％となっており、二期で志願者微減となってい
る。昨春はセンター試験の平均点ダウンの影響で弱気になっ
た受験生が多かったためか、最後のチャンスである二期につ
いても志願者が増加した。今春はセンター試験の平均点が上
昇し、期待通りの出願ができた受験生が多かったと推測され
る。このため二期まで粘り強く出願する動きは昨年ほど強く
なかったと考えられる。
次に合格者数に注目すると、私立大全体では前年比97.7％
と、今春入試は例年以上に合格者が絞り込まれている。これ
は私立大が定員超過に敏感になっていることを示す。定員超
過が規定を上回る場合、私学助成金の支給対象とならないだ
けでなく、次年度は学部新設の認可申請ができない。昨春は
法政大（デザイン工）で定員超過の基準を超え、今春新設を
予定していたスポーツ健康学部の認可申請を2009年度に先送
りした。経営環境が年々厳しくなる私立大にとって、私学助
成金が支給されないのは大きな痛手であろう。加えて、受験
生の注目が集まる学部新設の計画が後ろへずれ込むのも避け
たいところであろう。
なお、今春入試で合格者数が前年より大きく減少した大学
は、近畿大△3,712人（前年比79.5％）、法政大△3,025人（同
82.6％）、関西大△1,470人（同92.0％）、北海学園大△1,071
人（同73.6％）、愛知工業大△997人（同73.4％）、関西学院
大△965人（同93.0％）などとなっている。このなかには来

年度学部新設の計画がある大学も含まれる。入学者は増やし
たいが定員超過は困るという、私立大の苦悩を感じさせる。

ブランド大へ志願者集中
MARCHで志願者数躍進

【表10】は首都圏・近畿圏の主要21大学の入試結果を大
学グループ別に集計したものである。グループ別の志願者数
は関関同立で減少しているものの、そのほかは増加しており、
都市部にある知名度の高い大学への根強い人気をうかがわせ
る。さらに、これらのグループの今春入試の志願者数は493
大学計の51.4％を占めており、今春入試でも特定大に志願者
が集中している様を示す。
合格者数に注目すると、首都圏の早慶上理、MARCHで
はほぼ前年並み、日東駒専では微増となっている。
MARCHでは今春は学部の新設で募集人員が増加している
ため、実質合格者数を絞り込んだとみてよいであろう。近畿
地区では関関同立で前年比98.0％、産近甲龍では同89.0％と
合格者の減少比率が大きい。このように合格者の絞り込みが
見られる結果、志願者が減少した関関同立を除き倍率（志願
者数／合格者数）は各大学グループとも前年を上回り厳しい
入試となった。とくにMARCHでは5.1→5.6倍、産近甲龍で
は4.0→4.8倍と跳ね上がっている。
この主要21大学の志願者数についてもう少し詳しく見てい
く。【グラフ11】は大学グループ別の志願者数の推移である。
この10年間で志願者数の増加が顕著なのはMARCH、関関
同立である。とりわけMARCHで志願者増が著しく、直近
の2年で8万人超の志願者増となっている。MARCHでは学部
新設のほかセンター方式の複線化、地方試験の導入や複数試
験日の設定といった入試改革が活発で、急激な志願者増につ
ながっている。なお、これらの大学グループのうち日東駒専
では志願者数がほぼ横ばいである。このグループではセン
ター方式の志願者数は増加しているものの、代わりに一般方
式の志願者が減少しており、結果として志願者数に大きな動
きがない。今春入試では1万8千人を超える志願者増となって
いるが、これは日本大で生物資源科学部などのセンター方式
導入により志願者数を大きく伸ばしたためである。
【表12】は今春の一般入試における志願者数増加大学と減
少大学のトップ20である（人数差順）。この表は志願者増減
の絶対数を基準としており、ここに挙がるのは入試規模の大
きな大学ということになる。それゆえこの表での順位が人気

【表9】私立大入試結果（一般・センター／一期・二期別）

志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８

全体 ２，４４９，８０２ ２，５３８，１４８ ２，５７４，８６２ １０３．６％ １０１．４％ ７４３，１４３ ７６３，７２５ ７４６，００３ １０２．８％ ９７．７％ ３．３ ３．３ ３．５

一般方式 １，７７８，１９８ １，８１２，７８１ １，７７６，１３１ １０１．９％ ９８．０％ ５１７，３７１ ５１７，０９３ ４７７，０６９ ９９．９％ ９２．３％ ３．４ ３．５ ３．７

センター方式 ６７１，６０４ ７２５，３６７ ７９８，７３１ １０８．０％ １１０．１％ ２２５，７７２ ２４６，６３２ ２６８，９３４ １０９．２％ １０９．０％ ３．０ ２．９ ３．０

一期 ２，２９２，２７３ ２，３７１，６２９ ２，４０８，９９０ １０３．５％ １０１．６％ ６９５，４８４ ７２０，５１９ ７０３，２１４ １０３．６％ ９７．６％ ３．３ ３．３ ３．４

二期 １５７，５２９ １６６，５１９ １６５，８７２ １０５．７％ ９９．６％ ４７，６５９ ４３，２０６ ４２，７８９ ９０．７％ ９９．０％ ３．３ ３．９ ３．９

※５月２２日現在 河合塾集計（４９３大学判明分）
※集計は２００６～０８年度の３年分について志願者数・合格者数を公表している大学を集計（合格者数の未判明やいずれかの年度データが非公表の学部・学科
等については集計対象から除く）。また２００６・２００７年度の数値には、２００８年度に慶應義塾大と統合した共立薬科大、東海大と統合した北海道東海大、九
州東海大の３大学を含む。【表１０】以降も同条件で作成

【表10】私立大入試結果（大学グループ別）

志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８

４９３大学 計 ２，４４９，８０２ ２，５３８，１４８ ２，５７４，８６２ １０３．６％ １０１．４％ ７４３，１４３ ７６３，７２５ ７４６，００３ １０２．８％ ９７．７％ ３．３ ３．３ ３．５

下記大学計 １，１３６，３１５ １，２５６，２２３ １，３２４，７３４ １１０．６％ １０５．５％ ２８１，８６９ ２９２，０５５ ２８６，６２３ １０３．６％ ９８．１％ ４．０ ４．３ ４．６

早慶上理 ２２５，６６３ ２４２，６２７ ２５３，２２０ １０７．５％ １０４．４％ ４９，６７２ ５０，０６１ ５０，１４２ １００．８％ １００．２％ ４．５ ４．８ ５．１

MARCH ３２３，９４２ ３７２，１１８ ４０６，５３６ １１４．９％ １０９．２％ ６５，４３９ ７３，３９１ ７２，７８９ １１２．２％ ９９．２％ ５．０ ５．１ ５．６

日東駒専 １８５，４１０ １９２，７８４ ２１１，０５６ １０４．０％ １０９．５％ ５５，５１３ ５８，２８９ ５９，０４９ １０５．０％ １０１．３％ ３．３ ３．３ ３．６

関関同立 ２６４，７１０ ２９５，５９４ ２８９，４６４ １１１．７％ ９７．９％ ７２，６４２ ７１，８２２ ７０，３９６ ９８．９％ ９８．０％ ３．６ ４．１ ４．１

産近甲龍 １３６，５９０ １５３，１００ １６４，４５８ １１２．１％ １０７．４％ ３８，６０３ ３８，４９２ ３４，２４７ ９９．７％ ８９．０％ ３．５ ４．０ ４．８
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・不人気の順位を表すものではないことを予めお断りしてお
く。さて、志願者増加大の顔ぶれを見ると、首都圏の大学は
12大学にのぼる。MARCHは青山学院大を除く4大学が顔を
覗かせており（青山学院大は23位）、なかでも中央大、法政
大、明治大は志願者を大きく増加させている。中央大は一般
方式での地方試験拡大、経済、商学部でのセンター方式複線
化などにより志願者を増加させた。法政大は工学部を再編し
て新設した理工、生命科学部で多くの志願者を集めた。さら
に一般A方式で地方試験会場を拡大したことも志願者増加の

要因となっている。明治大は新設の国際日本学部で志願者を
集めたほか、商学部ではセンター方式を複線化し志願者を増
加させた。
次に志願者減少大をみる。志願者数の減少が大きい大学の
中に2つのパターンを見ることができる。1つは前年に志願者
を増加させた反動で志願者が減少している大学で、関西大、
成城大、立命館大、龍谷大などがこれにあたる。もう1つは
志願者減少が続いている大学で、千葉工業大、東京農業大、
立正大などである。北海道工業大では3年で志願者が3分の1
近くにまで減少している。表からは志願者減少が急速に進行
している大学がある様子がうかがえる。

人気は「経済・経営・商」「理」「工」
人気系統内にも二極化が見られる

【表13】は系統別の入試結果を集計したものである。大筋
はGL4･5月号でお伝えした内容と変化ないが、来春もこの傾
向は大きく変わらないと予想されるので、特徴的な系統につ
いて再度取り上げておく。
文系各系統では「法・政治」系を除き、全系統で志願者数
は前年を上回っている。「法・政治」系は昨春入試で前年比
114.9％と多くの志願者を集めており、今春はその反動で前
年を下回っている。しかし、06年度と比較すれば今春の志願
者数は上回っており、系統の不人気を表しているとはいえな
い。「経済・経営・商」学系は2年連続の志願者増となってい

【表12】私立大志願者数増加・減少大学（人数差）
●増加した大学

大学 ０６ ０７ ０８ ０８－０７ ０７／０６ ０８／０７
�中央 ６０，８２２ ６６，３９６ ８１，９８１ １５，５８５ １０９．２％ １２３．５％
�日本 ７４，４５０ ７１，４８６ ８５，９４２ １４，４５６ ９６．０％ １２０．２％
�近畿 ５２，８３３ ６３，６６２ ７１，１２７ ７，４６５ １２０．５％ １１１．７％
�武蔵 ８，８７６ ８，３１７ １５，４１９ ７，１０２ ９３．７％ １８５．４％
�法政 ７２，０５１ ９０，２１６ ９７，０１７ ６，８０１ １２５．２％ １０７．５％
�明治 ８４，５２６ １０２，４５１ １０８，９４６ ６，４９５ １２１．２％ １０６．３％
�慶應義塾 ４６，３２８ ４７，６９７ ５３，３１６ ５，６１９ １０３．０％ １１１．８％
�東京理科 ４４，５３０ ４５，２８６ ５０，８５６ ５，５７０ １０１．７％ １１２．３％
	京都産業 ２０，１４５ ２１，９４７ ２６，２３９ ４，２９２ １０８．９％ １１９．６％

武蔵野美術 ７，０９１ ６，９９６ １１，０４７ ４，０５１ ９８．７％ １５７．９％
�名城 ２０，８００ ２３，６２７ ２７，６２８ ４，００１ １１３．６％ １１６．９％
�同志社 ４３，０１１ ４６，３１５ ５０，２１８ ３，９０３ １０７．７％ １０８．４％
立教 ５８，７１４ ６７，５０５ ７１，３８２ ３，８７７ １１５．０％ １０５．７％
�芝浦工業 １８，７８７ ２０，１０４ ２３，９６５ ３，８６１ １０７．０％ １１９．２％
�駒澤 ３０，００９ ２９，２４９ ３２，６９１ ３，４４２ ９７．５％ １１１．８％
�中京 ２０，９０５ １９，４０８ ２２，５０３ ３，０９５ ９２．８％ １１５．９％
�成蹊 ２０，８５２ ２０，６３８ ２３，６１９ ２，９８１ ９９．０％ １１４．４％
�甲南 ２４，５７１ ２６，３６９ ２８，８４７ ２，４７８ １０７．３％ １０９．４％
�摂南 ７，４５５ ５，７６２ ８，１３０ ２，３６８ ７７．３％ １４１．１％
�西南学院 １４，１４３ １４，７４９ １６，９３７ ２，１８８ １０４．３％ １１４．８％

●減少した大学

大学 ０６ ０７ ０８ ０８－０７ ０７／０６ ０８／０７
�関西 ８２，９４９ １０１，４１０ ９３，６７２ －７，７３８ １２２．３％ ９２．４％
�武蔵野 １６，２４７ １６，４７３ １２，５２２ －３，９５１ １０１．４％ ７６．０％
�成城 １６，０８３ ２０，０５２ １６，５８７ －３，４６５ １２４．７％ ８２．７％
�立命館 ９３，５４６ ９８，７６１ ９５，５９７ －３，１６４ １０５．６％ ９６．８％
�亜細亜 ８，７３９ １０，６６８ ７，５５５ －３，１１３ １２２．１％ ７０．８％
�龍谷 ３９，０４１ ４１，１２２ ３８，２４５ －２，８７７ １０５．３％ ９３．０％
�千葉工業 １８，０８５ １２，６６０ ９，８７７ －２，７８３ ７０．０％ ７８．０％
�佛教 １１，１１５ １０，９７３ ８，４６４ －２，５０９ ９８．７％ ７７．１％
	創価 １４，９７４ １６，６６１ １４，１５６ －２，５０５ １１１．３％ ８５．０％

東京農業 ２８，０９４ ２４，９４７ ２２，７２０ －２，２２７ ８８．８％ ９１．１％
�國學院 １５，２１８ １７，４８７ １５，３１２ －２，１７５ １１４．９％ ８７．６％
�明治学院 ２７，６４８ ３１，０７０ ２９，２３８ －１，８３２ １１２．４％ ９４．１％
立正 １５，５１４ １２，５２０ １０，９５７ －１，５６３ ８０．７％ ８７．５％
�神奈川 ２４，０００ ２３，０１１ ２１，５７５ －１，４３６ ９５．９％ ９３．８％
�桜美林 ６，５８０ ７，５３９ ６，１５５ －１，３８４ １１４．６％ ８１．６％
�関東学院 ８，９９２ ９，１７３ ７，８１８ －１，３５５ １０２．０％ ８５．２％
�玉川 １１，１４４ ９，３７０ ８，０３６ －１，３３４ ８４．１％ ８５．８％
�東京電機 １２，５５１ １３，５８９ １２，３０７ －１，２８２ １０８．３％ ９０．６％
�東京工科 ６，８５１ ６，８２０ ５，６１０ －１，２１０ ９９．５％ ８２．３％
�北海道工業 ３，０１２ ２，２７９ １，１０１ －１，１７８ ７５．７％ ４８．３％

【表13】私立大入試結果（学部系統別）

系統
志願者数（Ａ） 合格者数（Ｂ） 倍率（Ａ／Ｂ）

０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８

文・人文・外国語 ４９２，８３７ ５１３，９０５ ５２２，６６８ １０４．３％ １０１．７％ １５０，０９８ １５６，３１１ １５８，７５４ １０４．１％ １０１．６％ ３．３ ３．３ ３．３

社会・国際 ２３８，８１０ ２４１，４６５ ２４３，５２５ １０１．１％ １００．９％ ６８，７７７ ６９，２７４ ６５，１２０ １００．７％ ９４．０％ ３．５ ３．５ ３．７

法・政治 ２２０，１３５ ２５２，８６８ ２４７，０７５ １１４．９％ ９７．７％ ６５，６６７ ６７，５３３ ６６，２２６ １０２．８％ ９８．１％ ３．４ ３．７ ３．７

経済・経営・商 ５３２，５４７ ５６３，０７２ ５８４，８８６ １０５．７％ １０３．９％ １４０，２０９ １４１，１７２ １３８，５０６ １００．７％ ９８．１％ ３．８ ４．０ ４．２

理 ８５，４８７ ８９，４２１ ９６，７１２ １０４．６％ １０８．２％ ３４，６８８ ３６，８４１ ３６，６２６ １０６．２％ ９９．４％ ２．５ ２．４ ２．６

工 ３４０，２９２ ３４３，５２３ ３５２，８４５ １００．９％ １０２．７％ １４０，９６１ １４２，３０６ １２８，５４８ １０１．０％ ９０．３％ ２．４ ２．４ ２．７

農・林・水産・獣医 ７１，５９３ ６８，４２１ ６７，５２７ ９５．６％ ９８．７％ １９，５８９ ２１，５２７ ２２，０３２ １０９．９％ １０２．３％ ３．７ ３．２ ３．１

医・歯・薬・保健 ２１８，２５１ ２０９，９６５ ２０４，７５７ ９６．２％ ９７．５％ ４６，９４７ ５０，８３４ ５１，３２２ １０８．３％ １０１．０％ ４．６ ４．１ ４．０

家政・生活科学 ６７，４３３ ６６，５００ ６２，０５３ ９８．６％ ９３．３％ ２１，２２９ ２１，７５８ ２１，７０９ １０２．５％ ９９．８％ ３．２ ３．１ ２．９

芸術・体育 ８２，３２１ ８３，４５２ ８４，５５５ １０１．４％ １０１．３％ ２２，０９５ ２３，９５７ ２４，７５２ １０８．４％ １０３．３％ ３．７ ３．５ ３．４

総合・環境・情報・人間 ９９，７２２ １０５，２０８ １０７，９４５ １０５．５％ １０２．６％ ３２，５２０ ３１，８７１ ３２，１０９ ９８．０％ １００．７％ ３．１ ３．３ ３．４

全体 ２，４４９，４２８ ２，５３７，８００ ２，５７４，５４８ １０３．６％ １０１．４％ ７４２，７８０ ７６３，３８４ ７４５，７０４ １０２．８％ ９７．７％ ３．３ ３．３ ３．５

※大学計で入試結果を公表している大学は上表には含まない

【グラフ11】主要大学グループの志願者数推移
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る。この系統は国公立大でも志願者が増加しており、堅調な
人気ぶりを示している。中央大や明治大での志願者増の影響
が大きい。「社会・国際」系は前年並みの志願者を集めてい
るが、詳細分野をみると「社会福祉」の志願者は前年を約2
割下回っている。一方で「社会」「国際経済」といった分野
では社会科学系人気の追い風を受けており、志願者は増加し
ている。
理系各系統では「理」「工」学系の志願者が前年を上回る。

「理」学系では「化学」、「工」学系では「機械・航空」「応用
化学」「生物工」といった分野で志願者が大きく増加してい
る。「化学」「生物工」分野での志願者増は、生命科学系の学
部・学科の新設の影響である。なお、理工系は全体としては
人気系統といえるが、大学間の格差は広がりつつある。都市
部と地方の大学の格差は指摘されて久しいが、都市部の大学
間でも差が広がりつつある。【表14】は首都圏に位置する工
学系の主な大学の志願者数である。青山学院大、芝浦工業大、
上智大、中央大、東京理科大、明治大などで志願者が増加し
ている。このうち芝浦工業大、中央大、東京理科大ではセン
ター方式で大きく志願者数を伸ばしており、国公立大の後期
日程廃止も追い風となっているようである。一方で、志願者
が大きく減少している大学も目につく。東京工芸大、湘南工
科大では3年間で志願者が半数以下まで減少している。さき
ほど志願者数の減少が続いている大学として取り上げた千葉
工業大では、今春センター型に新方式を導入、工・情報科学
部では一般B日程を2教科に減らすなどしたが志願者減少に
歯止めがかからなかった。首都圏は人口が多いという点で他
地区に比べ恵まれているが、その首都圏でも二極化と無縁で
はない。同時に入試改革が即志願者増につながらない大学も
あり、地方同様に厳しい状況におかれていることがわかる。
「医・歯・薬・保健」系では、「看護」分野で志願者増、
「医」「薬」分野でほぼ前年並み、「歯」「医療技術」分野で志
願者減少と分野により傾向が異なる。このうち唯一志願者が
増加している「看護」は大学・学部の新増設により募集人員
も増加しているため、志願者は分散して倍率（志／合）は前
年より低下、全体としては易化傾向にある。志願者が減少し
た分野のうち「歯」では前年比83.7％と国公立大同様に大き
く減少している。なお、「薬」では前年並みの志願者数とい
っても立命館大（薬）の新設の影響でこの数値となっている
のであり、多くの大学では志願者減少が続く。倍率（志／

合）に目を向けると地方では1倍台の大学も散見され、薬剤
師養成課程6年制化以降の人気低迷に歯止めがかかったとは
いえない。ただし立命館大のほか、慶應義塾大、東京理科大
といった大学では志願者を集めており、ここでも二極化の様
相を見せている。「家政・生活科学」系では「児童」分野が2
年連続で志願者を減らしている。「児童」分野は今春も学部
・学科の新設が相次いだため、倍率（志／合）は大きく下が
っている。

2008年度の私立大一般入試はほぼ前年並みの志願者を集め
た。18歳人口減により受験人口は減少しているものと予想さ
れ、それにもかかわらず私立大入試の志願者数が減少しない
のは、受験生1人当たりの受験校数がセンター方式を中心に
増加しているためと考えられる。これは人気のある首都圏の
主要大を中心にセンター方式の複線化が進んでいる影響が大
きい。来春入試でも特定大への志願者の集中とともに、一般
方式からセンター方式へのシフトが進行すると考えられる。
一方で定員割れを起こしている大学が2007年度入試時点で既
に4割に達していることからも、ブランド力の低い大学では
全入時代に突入しているといえる。多くの私立大にとって厳
しい時代が到来しているが、それゆえに大学の選択も一層慎
重になるべきであろう。
2009年度も数多くの大学・学部の新設がすでに公になって
いる。入試方式等の変更もこれから夏にかけて徐々に明らか
になっていく。次回は本誌10月号にて2009年度入試の最新動
向をお伝えする。

【表14】首都圏主要私立大 工学系学部志願者数

大学 学部
志願者 倍率（志／合）

０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８

千葉工業

工 １３，１７１ ９，０９１ ６，９３２ ６９．０％ ７６．３％ ２．７ ２．０ １．８

情報科学 ２，０３２ １，５８４ １，２９９ ７８．０％ ８２．０％ ４．６ ３．１ ３．０

社会システム科学 ６２８ ３６３ ２８８ ５７．８％ ７９．３％ １．９ １．２ ２．３

青山学院 理工 ５，９２３ ６，８３５ ７，２９２ １１５．４％ １０６．７％ ３．３ ３．２ ３．４

慶應義塾 理工 ８，５１３ ８，６８７ ８，９３２ １０２．０％ １０２．８％ ３．２ ３．４ ３．６

工学院
工 ７，０９４ ５，８２６ ５，５６６ ８２．１％ ９５．５％ ２．４ ２．１ ２．１

グローバルエンジニアリング ２９５ １８４ １６９ ６２．４％ ９１．８％ ２．０ １．４ １．３

国士舘
理工 ９８０ ７２２ ７３．７％ １．７ １．２

工 １，０９５ １．５

芝浦工業
工 １６，２９２ １６，５７９ １９，５２０ １０１．８％ １１７．７％ ２．９ ２．８ ３．２

システム工 ２，４９５ ３，５２５ ４，４４５ １４１．３％ １２６．１％ ２．４ ２．８ ２．８

上智 理工 ３，７５５ ４，０２１ ５，１２５ １０７．１％ １２７．５％ ３．１ ３．４ ４．９

成蹊 理工 ３，５７８ ３，３１９ ４，３２２ ９２．８％ １３０．２％ ３．５ ３．２ ３．８

創価 工 １，３６８ １，５２０ １，３９８ １１１．１％ ９２．０％ ５．０ ４．１ ４．０

拓殖 工 １，１８８ ９９９ ７８０ ８４．１％ ７８．１％ １．５ １．７ １．６

玉川 工 ７５２ ４７８ ５０６ ６３．６％ １０５．９％ ２．５ １．６ １．７

中央 理工 １４，３６６ １４，４４３ １６，１４０ １００．５％ １１１．７％ ３．９ ４．１ ４．３

東海
工 ５，２９９ ４，７９７ ４，４１１ ９０．５％ ９２．０％ ２．９ ２．６ ２．３

情報理工 １，６５９ １，４７３ ５２９ ８８．８％ ３５．９％ ２．３ ２．２ ２．３

東京工科 コンピュータサイエンス １，９６３ １，７６８ １，７０７ ９０．１％ ９６．５％ ２．８ ２．２ １．５

東京電機

理工 ３，６４０ ２，６８９ ２，５８７ ７３．９％ ９６．２％ ２．０ １．７ １．９

未来科学 ３，７８５ ２，９６３ ７８．３％ ３．４ ３．４

工 ８，０２９ ５，７３４ ５，６７９ ７１．４％ ９９．０％ ３．１ ２．３ ２．７

大学 学部
志願者 倍率（志／合）

０６ ０７ ０８ ０７／０６ ０８／０７ ０６ ０７ ０８

東京理科

理工 １６，２９６ １６，１２１ １７，４４６ ９８．９％ １０８．２％ ２．５ ２．３ ２．６

工 ８，４３３ ９，０３５ １０，８５３ １０７．１％ １２０．１％ ３．３ ３．２ ４．１

基礎工 ２，３６０ ２，５５１ ２，８３４ １０８．１％ １１１．１％ ２．３ ２．２ ２．２

東洋 工 ６，３８４ ５，８９２ ５，３１５ ９２．３％ ９０．２％ １．８ １．５ １．８

日本
理工 １２，５１９ １１，０２３ １２，３５１ ８８．１％ １１２．０％ ３．２ ２．６ ３．０

生産工 ４，２８４ ４，３３０ ３，７２５ １０１．１％ ８６．０％ １．８ ２．２ １．７

法政

工 １０，８９３ １０，７６４ ９８．８％ ３．５ ３．４

理工 ９，４９１ ５．２

生命科学 ４，１７５ ４．９

デザイン工 ６，２４７ ６，３９２ １０２．３％ ５．９ ９．４

武蔵工業
工 ９，８９８ ７，９８６ ７，７７６ ８０．７％ ９７．４％ ３．０ ３．２ ３．０

知識工 ２，１９１ ２，１９４ １００．１％ ２．６ ２．６

明治 理工 １４，２２５ １７，３９０ １７，９０２ １２２．２％ １０２．９％ ３．１ ３．５ ４．０

早稲田

理工 １３，５３１ ３．１

先進理工 ６，６３７ ６，０３７ ９１．０％ ４．６ ３．６

基幹理工 ４，１６３ ３，８９３ ９３．５％ ４．０ ４．０

創造理工 ４，２１４ ４，４１４ １０４．７％ ３．７ ４．３

東京工芸 工 １，０３６ ６８１ ４７８ ６５．７％ ７０．２％ ２．０ １．２ １．１

神奈川工
科

工 １，２００ １，１００ ９５５ ９１．７％ ８６．８％ １．３ １．３ １．３

創造工 ６６４ ５７２ ５２０ ８６．１％ ９０．９％ ２．３ １．８ １．５

神奈川 工 ４，８２７ ４，２７１ ３，８７２ ８８．５％ ９０．７％ ２．６ ２．５ ２．３

関東学院 工 １，４３３ １，０７４ ９１７ ７４．９％ ８５．４％ ２．６ １．６ １．８

湘南工科 工 １，１３２ ９８５ ４８０ ８７．０％ ４８．７％ １．７ １．３ １．５

8 Guideline June 2008


